
樹脂からの溶出イオン量評価

＜分析手法＞ ＩＣ（イオンクロマトグラフィ）

モ－ルド樹脂の電子部品への腐食の影響を評価するため、
樹脂からの溶出イオン量をイオンクロマトグラフィにより調
べました。

＜結果＞

樹脂Ａは樹脂Ｂよりも蟻酸、酢酸等

の有機酸、及び塩素の溶出量が

10倍高いことが確認できました。

このことから、樹脂Ａは樹脂Ｂよりも、

電子部品を腐食させる可能性が高

いことが分かりました。
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対象イオン
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図１．樹脂B抽出液のクロマトグラム

図２．樹脂A抽出液のクロマトグラム

溶出イオン定量分析結果
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